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視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名   お だ ぎ り  た か し  ○印  

 

１  委 員 会 名  

  つ く ば エ ク ス プ レ ス 沿 線 整 備 と 新 川 耕 地 ・ 周 辺 特 別 委 員 会  

 

２  期   日   

令 和 ５ 年 １ １ 月 １ ０ 日 （ 金 ）  

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

 （ １ ） 三 郷 流 山 橋 （ 江 戸 川 渡 河 部 ） の 現 況 視 察 に つ い て  

 

４  所 感 等  

 令 和 ５ （ ２ ０ ２ ３ ） 年 １ １ 月 ２ ６ 日 開 通 す る 「 三 郷 流 山 橋 有 料

道 路 （ 以 下 、 新 橋 ） 」 （ 事 業 者 ： 埼 玉 県 、 千 葉 県 、 埼 玉 県 道 路 公

社 、 道 路 管 理 ： 埼 玉 県 道 路 公 社 ） を 、 開 通 前 に 特 別 委 員 会 で 視 察

し た 。                            

（ １ ） 平 成 ５ 年 、 流 山 橋 の 慢 性

的 で 深 刻 な 渋 滞 の 緩 和 ・ 解 消 を

目 指 し 、平 成 ５ 年（ １ ９ ９ ３ 年 ）

の 建 設 に 向 け た 組 織 が 立 ち 上 げ

ら れ て お り 、 事 業 化 か ら 開 通 ま

で ３ ０ 年 余 と な る 事 業 と な っ た 。           

概 要 は 以 下 の 通 り 。                      

【 開 通 区 間 】埼 玉 県 三 郷 市 前 間（ ぜ ん ま ）地 内（ 県 道 三 郷 松 伏 線 ）

～ 千 葉 県 流 山 市 三 輪 野 山 （ み わ の や ま ） 地 内 （ 県 道 松 戸 野 田 線 バ

イ パ ス ）                           

【 延 長 】 約 ２ ㌔ ｍ （ う ち 江 戸 川 渡 河 部 は 約 ４ ５ ０ ｍ ）       

【 車 線 数 】 ２ 車 線 （ 暫 定 ） … 当 初 計 画 ４ 車 線           

【 総 事 業 費 】 約 ２ １ ７ 億 円 （ 歩 行 者 の み 無 料 ）          

【 決 済 方 法 】 現 金 の ほ か 、 キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済 （ 交 通 系 電 子 マ ネ
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ー 、 Ｗ Ａ Ｏ Ｎ 、 Ｅ Ｔ Ｃ Ｇ Ｏ （ 利 用 可 能 な Ｅ Ｔ Ｃ カ ー ド 発 行 会 社 ：

三 井 住 友 ト ラ ス ト ク ラ ブ 株 式 会 社 、 対 象 Ｅ Ｔ Ｃ カ ー ド ： ダ イ ナ ー

ス ク ラ ブ （ コ ー ポ レ ー ト カ ー ド 会 員 を 含 む ）  

 

（ ２ ） 平 成 １ １ 年 に 議 員 と な っ て

以 降 、 毎 年 議 論 が さ れ て き た 経 緯

を 体 感 し て き た だ け に 、 多 く の 関

係 者 の 様 々 な 努 力 の 結 実 は 今 後 の

市 政 づ く り に 大 い に 参 考 と な っ た 。            

特 に 、 市 内 複 数 ル ー ト 案 か ら 現

行 ル ー ト へ 絞 り 込 む 経 緯 な ど は 、

議 員 の 重 責 を 深 く 感 じ る 場 面 で あ っ た 。 ま た 平 成 ２ １ 年 ８ 月 ２ ５

日 「 覚 書 」 （ 流 山 市 と 周 辺 自 治 会 及 び 周 辺 住 民 の 会 （ 巨 大 道 路 の

建 設 に 反 対 す る 三 輪 野 山 と 周 辺 住 民 の 会 及 び 巨 大 道 路 用 地 不 買 同

盟 ） ） の 努 力 に 恥 じ な い よ う 、 今 後 、 周 辺 環 境 に 配 慮 さ れ た 、 安

全 で 快 適 な 道 路 と な る よ う 誠 実 な 道 路 管 理 と と も に 、 議 会 側 の チ

ェ ッ ク が 必 要 と 考 え る 。                               

（ ３ ）今 後 、本 格 的 開 通 に よ る 影 響 を 注 視 し つ つ も 、現 時 点 で は 、

① Ｅ Ｔ Ｃ が こ れ ほ ど 普 及 し た 社 会 で あ り な が ら 、新 橋 の Ｅ Ｔ Ｃ（ １

０ 月 ５ 日 現 在 ） は 、 イ オ ン フ ィ ナ ン シ ャ ル サ ー ビ ス ㈱ 、 ト ヨ タ フ

ァ イ ナ ン ス ㈱ 、 三 菱 U F J ニ コ ス ㈱ 、 ユ ー シ ー カ ー ド ㈱ 、 三 井 住 友

カ ー ド ㈱ 、 S M B C フ ァ イ ナ ン ス サ ー ビ ス ㈱ 、㈱ オ リ エ ン ト コ ー ポ レ

ー シ ョ ン 、  ㈱ ジ ェ ー シ ー ビ ー 、ア メ リ カ ン ・ エ キ ス プ レ ス ・ イ ン

タ ー ナ シ ョ ナ ル , I n c .、 ㈱ ク レ デ ィ セ ゾ ン  等 ） が 利 用 で き な い 。

料 金 所 の 混 雑 緩 和 と 安 全 確 保 の た め に も 早 期 対 応 拡 大 が 必 要 と 考

え る 。                             

② 新 橋 出 入 口 は 、 道 路 塗 装 な ど で 一 定 整 理 さ れ た も の の 、 逆 走 や

進 行 道 路 の 見 誤 り 、 流 山 市 道 と の 合 流 に よ る 危 険 性 を 感 じ た 。  

③ お お た か の 森 方 面 に 向 け て 交 流 量 の 大 幅 増 加 に 伴 い 、 登 下 校 時

の 子 ど も の 多 さ か ら 表 示 型 歩 行 者 信 号 機 の 設 置 や 、 東 武 バ ス の 大

畔 バ ス 停 の 変 更 等 、 危 険 注 意 箇 所 へ 注 視 し た い 。                              
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（ ４ ） 新 橋 は 広 域 幹 線 「 都 市 軸 道

路 」の 一 部 を な し 、都 市 軸 道 路 は 、

日 本 政 府 と ア メ リ カ 政 府 に よ る

『 プ ラ ザ 合 意 （ １ ９ ８ ５ 年 ） 』 に

基 づ く 「 業 務 核 都 市 構 想 （ 東 京 ⇔

柏 ⇔ つ く ば 市 ⇔ 水 戸 市 、 大 宮 市 ⇔

越 谷 市 ・ 草 加 市 ⇔ 柏 市 ⇔ 千 葉 市 ：

h t t p s : / / w w w . m l i t . g o . j p / c r d / d a i

s e i / g y o u m u k a k u /）」の 中 心 的 幹 線

道 路 と い う 国 家 的 プ ロ ジ ェ ク ト の

位 置 づ け や 側 面 が あ る 。                               

更 な る 大 規 模 開 発 の 誘 導 ・ 大 規 模

な 自 然 破 壊 に つ な が る 可 能 性 も あ

り 、 注 視 し た い 。                              


